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「わしゃもんこども助成金」とは 

 

こどもが自らの発想と力で社会に関わる活動を企画・実施することを通じて、こども自身の社会

参加、主体性、創造性を育むとともに、地域社会の活性化に寄与し、併せてこども基本法に基づき

こどもの権利を保障する地域の文化風土を醸成することを目的としています。 

 

 

(1) 対象となる事業 

 

こどものアイデアから生まれ、こどもが主体となって「したい、やってみたい」活動で、仲間

たちや地域の人たちと一緒になって取り組み、かつ地域（和光市内）の中で実施する活動が対象

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 対象となる活動期間 

 

令和８年７月４日のアピール会を経て、和光市社会福祉協議会（社協）による助成が決定して

から（目途として令和８年７月中旬以降）、令和 8 年１２月３１日（木）まで。 

 

(3) 対象となる団体 

 以下の要件をすべて満たすグループとなります。 

 【活動例】 

○住民やこどもたちに呼びかけて学校周辺や駅前のごみ拾いをする活動 

○地域での防災イベントの開催 

○和光市をアピールするためのパンフレットやマップ、映像を作成する活動 

○音楽やダンスを通じて地域や和光市の良さを住民に伝える活動 

○和光市を知ってもらうための謎解きやスタンプラリーなどの啓発イベント 

 

※これらは例です。こどもの自由なアイデアで地域の中での面白いまちづくり活動の提案をお

待ちしています。 

※学校での教育活動（授業・部活動など）や習い事、既存の団体活動の発表会等は対象になり

ません。 

※グループ内のみを対象とする親睦やレクリエーションは対象となりません。 

※政治的、宗教的または営利を目的とする活動は対象となりません。 

※公序良俗に反する活動は対象となりません。 

※サポーターを含むおとなが主導する活動は対象となりません。 
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① 令和８年 4 月 1 日時点で 18 歳未満のこども 2名以上で構成されており、構成員のうち 2

名以上が、和光市在住・在学・在勤のいずれかに該当すること。 

② グループの活動を支える 18 歳以上のおとな（サポーター）が 1 名以上いること。 

ただし、サポーターの人数は、当該グループに所属する構成員の半数を超えないこと。 

  ③ 応募グループは、社協が指定する担当者（パートナースタッフ）に相談しながら進めるこ

とができます。 

 

(4) 応募区分 

 

募集は次の 3 部門です 

   １）小学生部門 

   ２）中・高生部門 

   ３）混合部門（複数の年齢層のこどもが混在するグループ） 

   部門の区分は、令和８年４月１日時点の年齢（または学年）で、当てはまる部門にご応募く 

ださい。部門による助成金額や審査内容の違いはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【サポーター（おとな）の役割について】 

 サポーター（おとな）の方には、主に以下のような役割を担っていただきます 

●こどもが主体的に企画・実施することを基本とし、こどもの意思決定を尊重しながら、こどもたちが

自ら考え・判断し・行動できるよう必要以上に介入せず見守りつつ必要な支援を行う。 

●銀行振込による助成金の受け取り、及び活動経費に関する適正な会計事務（金銭管理・領収書等保管

など）を行う。 

●おとなの視点から見て、活動に不足するような内容を支援する。（関係法令の確認など） 

●万が一、事故やトラブルが発生した場合には、自身の行動およびサポートしているこどもたちの 

 行動に対して、必要な責任を負う。        

●ボランティア活動保険、行事保険等活動に必要な保険加入の手続きを行う。 

 

【担当者（パートナースタッフ）の役割について】 

 

応募グループごとに担当者（パートナースタッフ）が伴走支援します。 

        

 ●社協が指定する担当者（パートナースタッフ）がこどもの主体的な企画運営を促進するため、寄り添

いながら支援・伴走いたします。 

 ●パートナースタッフは、こどもたち自身の「やってみたい」を尊重し、サポーター（おとな）と連携

して支援します。 

 ●こどもたちが自ら考え、選び、挑戦できる環境づくりにも取り組みます。 
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(5) 助成金額 

 

一つの活動に対して、上限３万円まで 

※必要経費が上限額未満の場合、申請金額は千円単位としてください。 

※助成率は原則 100％ですが、審査の結果、申請金額を下回る助成額となる場合があります。 

 

(6) 対象となる経費   

 

対象となる経費は、 以下の通りです 

① 消耗品費 

活動に必要な文房具（ノート・鉛筆・消しゴム・マジックペン・模造紙等）の消耗品を購入

する費用 

※１点５千円を超える消耗品につきましては事務局にご相談ください。 

 

   ② 材料費 

   活動に必要な原材料等を購入する費用 

 

③ 印刷製本費 

事業の PRチラシ・ポスター・プログラム、広報誌や事業の成果物（マップなど）を印刷す

る、もしくはコピーをする費用 

 

④ 郵送・広告・保険料 

案内用のハガキ代や、チラシなどを郵送する費用、PR のための広告料、活動時の参加者や

スタッフの事故やケガに備えるための保険料 

※活動に際しては必ず保険（ボランティア活動保険・行事用保険など）をかけてください。 

 

⑤ 使用料・賃借料 

活動をする際に必要な会場・機材を借りる費用や、オンラインイベントを開催する際のモバ 

イル Wi-Fi ルーターレンタル料（実施日およびリハーサル日等の必要最低限の日数分のみに

限る）など 

 

⑥ その他活動に必要な経費 

 

   経費の精算にあたっては、原則として領収書等(原本)の添付が必要です。やむを得ず領収書

等が提出できない場合は、支出内容・金額・日付が確認できる書類をご提出ください。 

 

  



4 

 

(7) 対象とならない経費  

 

 以下のものに、助成金を使うことはできません。 

 

  ① 人件費 

② 他の助成金を受けている活動 

③ 活動者(こどもおよびサポーター)の飲食に要する費用 

ただし、活動内容として飲食の提供目的（こども食堂等）はこの限りではない。 

④ 活動終了後も長期的に保有・使用される物品（例：ゲーム機、タブレット、家電製品等） 

など、消耗品に該当しないもの。 

 

（8）スケジュール 

 

＜令和８年＞ 

  ５月 １日（金） 応募申請受付開始（エントリー開始） 

 

 ５月１６日（土） 応募相談会 

 

 ６月２１日（日） 応募申請締め切り 

 

 ７月 ４日（土） アピール会 

 

７月 中旬    助成結果発表 

 

  ７月 中旬    助成金決定次第から活動開始 

 

１２月３１日（木） 活動を終了(この日以降の出費は認められません) 

  

＜令和９年＞ 

  １月３１日（日） 報告書提出期限 

 

  ２月１１日（木） 活動発表会 ※詳細は、助成が決まった団体に後日お知らせします。 

 

(9) 応募の方法 

 

① 申請に必要な書類 

申請をする時は以下の 3つの書類を提出してください。必要な書類は下のホームページから

ダウンロードすることができます。 
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URL：https://x.gd/arMxQ 

（ア） エントリーシート（こども用）  

（イ） 応募申請書兼収支予算書（おとな用） 

（ウ） 同意書（サポーター（おとな）） 

 

② 応募期間 

令和８年５月 1日(金)から６月 21 日(日)まで 

 

受付期間内に下の提出先まで、(a)持参、(b)郵送、(c)メールのいずれかで提出してください。 

受付の際、内容について聞き取りを行います。 

(a)持参の場合は、来訪日時を事前にご連絡ください。 

(b)郵送の場合は６月 21日（日）消印有効です。 

(b)郵送(c)メールの場合は、後日電話等で聞き取りを行います。 

※下記（10）応募相談会に参加する場合は、聞き取りを省略することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）応募相談会 

 

応募申請にあたり、相談会にてご相談承ります。 

日程：５月１６日（土）１１時３０分から１２時３０分 

場所：総合福祉会館（ゆめあい）3 階会議室 1・2 

 

申し込みは下記フォームからお願いします。（Google フォーム） 

URL： https://x.gd/zH4nb  申込締切り：５月１５日(金) 

  【応募申込先】 ＜郵送・メール・持参の場合＞ 

社会福祉法人和光市社会福祉協議会 こどもゆめづくり課 

住所： 〒351-0104 

埼玉県和光市南 1-23-1 総合福祉会館 1 階 

TEL： 048-452-7111 

（受付時間：月曜日～金曜日 9 時～17時） 

E-mail： kodomo-yume@wako-shakyo.or.jp 

 

＜持参の場合は児童館でも受付いたします＞ 

児童館での受付 受付時間：9 時 30 分～16 時 50 分（火曜日・第 3 日曜日を除く） 

新倉児童館  和光市新倉１-38-1     048-463-1679 

下新倉児童館 和光市下新倉 5-21-1    048-464-1515 

南児童館   和光市南 1-5-1     048-467-5627 

 

https://x.gd/zH4nb
mailto:kodomo-yume@wako-shakyo.or.jp
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※応募相談会にお越しいただかなくても応募可能です。  

※個別での相談も可能ですのでご連絡ください。 

 

（11）審査 

 

 ＜審査基準＞ 

①こどもの主体的な活動か 

②地域とのつながりが増えるか 

③楽しくワクワクする活動か 

 ＜アピール会＞ 

 ７月４日（土）アピール会 

    時間：１０時００分～１２時００分（予定） 

   会場：和光市総合福祉会館（ゆめあい） ３階 会議室２、3 

    ※日程の都合がつかない場合はご相談ください。 

  

    アピール会は、応募グループがやりたいことを発表し、審査委員が活動の実現に向けて助

言や応援のコメントをするコミュニケーションの場です。 

    アピールは５分以内、方法は模造紙・投影・演劇・スピーチなど自由です。 

    当日、やむを得ず参加できない場合は、オンラインや録画などにより代替できます。（事

前にご相談ください。） 

    審査委員からの質問にこどもたちだけで返答できない場合は、サポーターや担当者（パー

トナースタッフ）が代弁することも可能です。 

すべてのグループのアピール終了後、審査委員の協議により、最大 5 グループを決定しま

す。（当日の詳細は、応募いただいた団体に追ってお知らせします） 

 

 ＜助成結果発表＞ 

  ７月中旬 助成結果発表 

 

助成金が決定したら、社協から助成金決定通知が届きます。この通知が届いてから活動開

始（助成対象）となります。速やかに助成金の請求をしてください。 

 

（12）活動開始（助成金決定通知受領後から活動開始） 

 

  活動途中で、活動内容や予算に変更が出そうな場合は、 必ず事前に事務局までご相談

ください。助成決定通知が届く以前、および活動終了後（令和 8年１２月３１日）以降に

購入・支払いをした物品などの費用は助成対象外です。  
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（13）活動終了後 報告書の提出 

     

令和８年１２月３１日（木）までに活動を終了 

（令和９年１月１日以降に購入・支払いした費用は助成金の対象外です。） 

 

①活動終了後の提出書類 

助成を受けた団体は、活動終了後、以下の書類を提出してください。 

 

(ア)提出書類 

活動の成果をまとめた 活動報告書（こども） 

活動に係る収支をまとめた 収支報告書 

 

活動報告書および収支報告書は、こどもたちが主体となって作成してください。 

ただし、記入方法が難しい場合や、まとめ方に不安がある場合は、おとなが必要に応じて

サポートしても構いません。こどもたちの意見や気づきを大切にしながら、無理のない範

囲で作成してください 

 

経費の支出については、支出を証明する領収書等の証憑書類(原本)を必ず添付してくださ

い。領収書等が発行されない支出については、支出内容・金額・日付が確認できる書類を

提出してください。 

 

  (イ)提出期限 

活動終了後 1か月以内  （最終締め切り令和９年１月３１日（日）） 

※期限を過ぎる場合は、事前に事務局へご相談ください。 

 

 ②売り上げ等が発生した場合の取り扱い   

※助成期間中、助成対象となる活動を実施する際は、作成するポスター、チラシ、冊

子、 マップ、看板などに、助成金のマークや下記の文章等を必ず入れてください。 

 

例） 「この活動は、令和８年度わしゃもんこども助成金を受
けて活動しています」 

 
【マーク】 
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   助成を受けた活動において売り上げ等が発生した場合は、以下のとおり取り扱います。 

 

   (ア)収入の報告 

助成金の他に売り上げ等の内容および金額を、収入として収支報告書に記載してくださ

い。 

 

   (イ)利益が出た場合（収入から、かかった経費全額を引いても、なお収入が上回る場合） 

    ⅰ）助成決定額と同額となるまで返還してください 

    ⅱ）助成決定額を上回る利益は返還を求めません 

 

ⅱ）の場合、この利益の使途についてはこどもたちの話し合いによって決定し、社協へ

報告してください。 

  

例 取扱い 

例 1） 

助成金を 30,000 円もらった。 

売り上げが 40,000 円あった。 

経費は 35,000 円かかった。 

 

助成金 30,000+売り上げ 40,000＞経費 35,000 であり、 

助成金 30,000+売り上げ 40,000-経費 35,000＝利益 35,000

なので、助成金と同額 30,000 円を返還してください。 

例 2） 

助成金を 30,000 円もらった。 

売り上げが 8,000 円あった。 

経費は 40,000 円かかった。 

 

助成金 30,000+売り上げ 8,000＜経費 40,000 なので 

返還はありません。 

 

  令和９年１月３１日（日） 報告書最終提出期限日 

 

  ２月１１日（木） 活動発表会 詳細は、助成が決まった団体に後日お知らせします。 

 

        ※ご希望の方には活動証明書を発行いたします。  
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わしゃもんこども助成金 
問い合わせ先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【わしゃもんこども助成金】  

社会福祉法人和光市社会福祉協議会 こどもゆめづくり課 

 

住所： 〒351-0104 

埼玉県和光市南 1-23-1 総合福祉会館（ゆめあい）1階 

TEL： 048-452-7111 

（受付時間：月曜日～金曜日 9 時～17時） 

E-mail： kodomo-yume@wako-shakyo.or.jp 

URL： http://www.wako-shakyo.or.jp/project/detail.php?eid=00023 

 

 

【アクセス】 

東武東上線・東京メトロ有楽町線 和光市駅南口より 

   ・西武バス「大泉学園行き」（約 10 分）司法研修所下車 

   ・東武バス「司法研修所循環」（約 10分）司法研修所下車 

 

 

（再掲） 

【児童館でも受け付けます】 

新倉児童館  048-463-1679 

下新倉児童館 048-464-1515 

南児童館   048-467-5627 

 

受付時間 

9 時 30 分～16 時 50 分 

（火曜日・第 3 日曜日を除く） 


